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ダブル・ブレイン 
運用報告書(全体版) 

 
第１期（決算日2019年11月22日） 

 
作成対象期間（2018年11月９日～2019年11月22日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2018年11月９日から2028年11月22日までです。 

運 用 方 針 

外国投資法人であるマン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日本円クラスの円建ての外
国投資証券および円建ての国内籍の投資信託である野村マネーインベストメント マザーファンド受益証券への投資を通じて、世界各
国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約
取引等を実質的な主要取引対象とし、中長期的な信託財産の成長を図ることを目的として運用を行うことを基本とします。各証券への
投資比率は、通常の状況においては、マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日本円ク
ラスの外国投資証券への投資を中心としますが、特に制限は設けず、各証券の収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を
勘案のうえ決定します。 

主な投資対象 

ダブル・ブレイン 

マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日本円ク
ラスの円建ての外国投資証券および野村マネーインベストメント マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金融商品等
に直接投資する場合があります。 

マン・ファンズⅨ－マン・ 
インスティテューショナル・ポートフォリオ・

チタニウム－日本円クラス 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、商品
等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします｡ 

野村マネーインベストメント 
マザーファンド 

本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ダブル・ブレイン 投資信託証券への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への直接投資は行いません。 

野村マネーインベストメント 
マザーファンド 

株式への投資は行いません。外貨建て資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ダブル・ブレイン

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2018年11月９日 10,000 － － － － － 3,705 

１期(2019年11月22日) 11,562 0 15.6 0.0 － 97.7 83,861 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年11月９日 10,000 － － － － 

11月末 10,011 0.1 0.0 － 80.2 

12月末 9,924 △ 0.8 0.0 － 92.4 

2019年１月末 10,075 0.8 0.0 － 98.4 

２月末 10,403 4.0 0.0 － 97.7 

３月末 10,689 6.9 0.0 － 95.5 

４月末 10,843 8.4 0.0 － 95.3 

５月末 10,785 7.9 0.0 － 97.1 

６月末 11,265 12.7 0.0 － 97.1 

７月末 11,599 16.0 0.0 － 96.5 

８月末 11,838 18.4 0.0 － 94.7 

９月末 11,743 17.4 － － 94.2 

10月末 11,513 15.1 0.0 － 99.2 

(期  末)      

2019年11月22日 11,562 15.6 0.0 － 97.7 
 
＊騰落率は設定日比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ダブル・ブレイン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等への実質的な投資、および、株式、債券、

商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等からのキャピタルゲイン（またはロス）

（価格変動損益） 

為替取引によるコスト（金利差相当分の費用）またはプレミアム（金利差相当分の収益） 
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ダブル・ブレイン

○投資環境 

【世界株式市場】 

2018年12月は、米中貿易摩擦懸念の再燃や米国景気減速への警戒感などを背景に下落しました。 

2019年１月は、米国の好調な経済指標や、米国景気に対して楽観的な見方が広がったことな

どから上昇しました。 

５月は、米中通商問題を背景とした世界景気減速懸念が広がったことから下落しました。 

８月は、トランプ米大統領による対中追加関税の発動表明などを受け、米中貿易摩擦の激化

が懸念され、株式市場は下落しました。 

10月は、米中の貿易協議が部分合意に達したことや、米企業の７-９月期決算が好調であっ

たことを背景に上昇しました。 

 

【世界債券市場】 

2018年12月は、米中貿易摩擦懸念や市場予想を下回った欧州の経済指標などを背景に上昇し

ました。 

2019年６月は、米中の貿易摩擦による世界景気の減速懸念が広がったことや、ドラギECB（欧

州中央銀行）総裁が追加緩和措置を示唆したことなどから上昇しました。 

９月から10月にかけては、英国の合意なきEU（欧州連合）離脱の可能性が遠のいたこと、米

中貿易協議で部分合意に達したことや、米企業の７-９月期決算が堅調な滑り出しとなったこ

となどから、リスク回避的な姿勢が和らぎ、下落しました。 

 

【為替市場】 

2018年12月は、米国経済の減速懸念が高まったことなどを背景に、為替は円高・米ドル安、

円高・ユーロ安となりました。 

2019年７月は、市場予想を下回るユーロ圏経済指標やECBの金融緩和観測、英国のEU離脱を

巡る不透明感などを背景に、円高・米ドル安、円高・ユーロ安となりました。 

10月は、米中貿易協議で部分合意に達したことなどから、円安・米ドル高、円安・ユーロ高

となりました。 
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ダブル・ブレイン

○当ファンドのポートフォリオ 

［ダブル・ブレイン］ 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日

本円クラス］および［野村マネーインベストメント マザーファンド］受益証券を主要投資対

象とし、投資の中心とする［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォ

リオ・チタニウム－日本円クラス］への投資比率を概ね90％以上に維持しました。 

 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日本

円クラス］ 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、

商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。 

 

〇当作成期におけるファンドの騰落率はプラスとなりました。セクター別ではファンドに対す

るプラスの寄与が大きかったのは、債券・金利、株式セクターなどとなりました。個別の寄

与度では、英国債（10年）、米国債（長期）などが上位となりました。 

 

［野村マネーインベストメント マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債等の短期有価証券への投資を行ない、あわせてコール・ローン等で運

用を行なうことで流動性の確保を図りました。 
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ダブル・ブレイン

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、主として外国籍ファンドに投

資するファンド・オブ・ファンズであり、値動

きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、利子・配当等収入、信託報酬などの諸経費を勘案して分配を行ない

ませんでした。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2018年11月９日～ 
2019年11月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,562  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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ダブル・ブレイン

◎今後の運用方針 

［ダブル・ブレイン］ 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日

本円クラス］および［野村マネーインベストメント マザーファンド］受益証券を主要投資対

象とし、投資の中心とする［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォ

リオ・チタニウム－日本円クラス］への投資比率を概ね90％以上に維持します。 

 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・チタニウム－日本

円クラス］ 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、

商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等を実質的な主要取引対象とすることによ

り、中期的な収益の獲得を目指します。 

 

また、米ドル売り円買いの為替ヘッジを機動的に行ないます。 

 

［野村マネーインベストメント マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債やコマーシャル・ペーパー等の短期有価証券への投資を行ない、あわ

せてコール・ローン等で運用を行なうことで流動性の確保を図って運用いたします。 

日本銀行によるマイナス金利政策のもと、主要な投資対象となる公社債の利回りや余資運用

の際のコール・ローンの金利もマイナスとなる中、マイナス利回りの資産への投資等を通じて、

基準価額が下落することが想定されますのでご留意ください。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行われており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該規

制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行うための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現金等

を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないことが

想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する場合

があります。 
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ダブル・ブレイン

○１万口当たりの費用明細 (2018年11月９日～2019年11月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 103  0.948  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 37)  (0.343)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 62)  (0.571)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.034)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.004   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 103   0.952    

期中の平均基準価額は、10,890円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ダブル・ブレイン
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ダブル・ブレイン

○売買及び取引の状況 (2018年11月９日～2019年11月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ 
ポートフォリオ・チタニウム－日本円クラス 

7,020,779 80,189,500 60,993 689,100  
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村マネーインベストメント マザーファンド 99 100 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年11月９日～2019年11月22日) 

 

＜ダブル・ブレイン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村マネーインベストメント マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 47 20 42.6 10 － － 

平均保有割合 0.2%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2019年11月22日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 比 率 

 口 千円 ％ 

マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ 
ポートフォリオ・チタニウム－日本円クラス 

6,959,785 81,936,091 97.7 

合 計 6,959,785 81,936,091 97.7 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

野村マネーインベストメント マザーファンド 99 99 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年11月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 81,936,091 96.6 

野村マネーインベストメント マザーファンド 99 0.0 

コール・ローン等、その他 2,840,219 3.4 

投資信託財産総額 84,776,409 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 



品 名：90001_180332_001_04_ダブル・ブレイン_797282.docx 

日 時：2019/12/26 11:27:00 

ページ：11 

 

－ 11 － 

ダブル・ブレイン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年11月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 84,776,409,357   

 コール・ローン等 2,840,217,635   

 投資信託受益証券(評価額) 81,936,091,782   

 野村マネーインベストメント マザーファンド(評価額) 99,940   

(B) 負債 915,114,706   

 未払金 689,100,000   

 未払解約金 11,889,041   

 未払信託報酬 213,351,701   

 未払利息 2,883   

 その他未払費用 771,081   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 83,861,294,651   

 元本 72,528,826,332   

 次期繰越損益金 11,332,468,319   

(D) 受益権総口数 72,528,826,332口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,562円 
 

（注）期首元本額は 3,705,339,853 円、期中追加設定元本額は

69,900,164,486円、期中一部解約元本額は1,076,678,007円、１口

当たり純資産額は1.1562円です。 
 

○損益の状況 (2018年11月９日～2019年11月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       749,227   

 その他収益金 13,084   

 支払利息 △       762,311   

(B) 有価証券売買損益 2,368,058,045   

 売買益 2,435,695,477   

 売買損 △    67,637,432   

(C) 信託報酬等 △   258,768,097   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,108,540,721   

(E) 追加信託差損益金 9,223,927,598   

 (配当等相当額) (△     2,198,369)  

 (売買損益相当額) (   9,226,125,967)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 11,332,468,319   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 11,332,468,319   

 追加信託差損益金 9,223,927,598   

 (配当等相当額) (△     2,198,310)  

 (売買損益相当額) (   9,226,125,908)  

 分配準備積立金 2,109,289,640   

 繰越損益金 △       748,919   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年11月９日～2019年11月22日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年11月９日～ 
2019年11月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 2,109,289,640円 

c. 信託約款に定める収益調整金 9,226,125,908円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 11,335,415,548円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,562円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2019年11月22日現在) 

＜野村マネーインベストメント マザーファンド＞ 
 下記は、野村マネーインベストメント マザーファンド全体(20,014千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

特殊債券 
(除く金融債) 

11,000 11,022 54.9 － － － 54.9  

(11,000) (11,022) (54.9) (－) (－) (－) (54.9) 

合 計 
11,000 11,022 54.9 － － － 54.9  

(11,000) (11,022) (54.9) (－) (－) (－) (54.9) 
 
＊（ ）内は非上場債で内書きです。 

＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

＊残存期間が１年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
特殊債券(除く金融債) ％ 千円 千円  
政保 地方公共団体金融機構債券 第８回 1.3 11,000 11,022 2020/１/20 

合 計  11,000 11,022   
＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

国内公社債 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2019年11月22日現在）
年　月 日
2019年11月 27、28

12月 24、25、26、27
2020年１月 17、20

２月 14、17
３月 16、17
４月 ９、10、13
５月 ７、８、22、25、29
６月 １
７月 31
８月 ３、28、31
９月 ４、７
10月 ９、12、23、26
11月 10、11、25、26
12月 24、25、28、29

※ 2020年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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